
今回は、第20回（平成26年度）環境保全型農業推進コンクールで生産局長賞を受賞され、

消費者と一体となった活動を続けている「かたつむりの会」事務局長 伊勢村文英さんを訪ね、

農業の状況・課題等についてお話を伺いました（平成28年７月訪問）。

団 体 名：かたつむりの会

代表者名：田邊 真三

所 在 地：広島県神石郡神石高原町

取組分野：有機農業

○平成26年度に生産局長賞を受賞された後、周りの

反響や変化したことがありましたか？

今はマスコミで取り上げられることがなければ、

注文が増えたり会員が増えたりといった直接的なメ 伊勢村さん

リットはないですね。逆に視察があって、その対応に追われ忙しかったことがありましたよ。

ただ、最近は有機農業に対する認識が以前より高まってきていることは感じています。

長く有機農業の取組を続けてきて、今回のように全国的にも評価されてきたことで地域の中で

も有機農業が認識されるようになり、行政を始め周りの理解や支援を受けやすくなってきました。

○「かたつむりの会」は有機農業を実践する生産者と食の安全と健康にこだわりをもった消費者

とで構成されていますが、現在の生産者、消費者グループの会員さんははどのくらいいますか？

生産者は、当時の９名に加え、２名がＩターンで

加入して総勢11名で活動しています。

消費者の方は、当時の55名から若干増えています

がほとんど変わっていません。

会員を増やすことよりは内容を充実させることに

重点を置いています。

○新規参入者もあって後継者も順調に育っています

ね。

「おのみち家族の台所」のアンテナショップで有

機農産物の販売をしていますが、そこで広島県内で

就農先を探している研修生に出会い、「じゃあやってみるか」ということで連れてきました。元々、

田邊会長のところで研修を受けていたこともあって神石高原町へ定住を決めてくれました。野菜

など有機農業で頑張っています。結婚して子供も出来て、集落にとってはうれしいことです。

私たちの年代の農家にも後継者がおり、既に自分で農業を始めたものもいますし、今は別の仕

事に従事していますが家の農業を手伝っている者もいます。



○消費者の方はどうですか。一度会員になってやめ

ていく方はいませんか？

そういう方はほとんどいません。生産者が代替わ

りしているのと同じように、これまでのお客さんの

子供さんが新しいお客さんになってくれています。

収穫祭などのイベントの時には一緒に来てくれて賑

やかにやっています。

○イベントと言えば、エゴマプロジェクトで苗の定

植をされたんですよね。

はい、耕作放棄地を利用してエゴマを育てていま

す。定植と脱穀作業を消費者と一緒にしていますが、今年は天気が悪くてなかなか植え付け作業

が出来ませんでした。

○作付けされているのはどのくらいですか？

約30ａですが、若い人は手間がかかるので敬遠し

てなかなか拡大していきません。エゴマの収穫は機

械でやると、収穫ロスが多く、実に傷がつくので品

質も低下します。

昨年も作柄が悪かったので生産量が少なかったの

ですが、「かたつむりの会」の会員だけにはエゴマ

油として届けています。

○神石高原有機農業塾での研修生の受け入れは今もやっていますか？

先のＩターン２人は農業塾の卒業生です。

新規就農者の研修のため、農業塾を開校し取組をしていましたが施設が古くて使えなくなって

しまいました。でもせっかく始めたものをやめるのも残念なので行政の支援を受け、別の施設を

使って取り組んでいこうと考えているところで、研修生を受け入れる体制を作っています。

○何か新しい取組はありますか？

「かたつむりの会」でやってきた20年の経験を生かして、この活動を拡大していこうというこ

とで神石高原町にＮＰＯ法人「オーガニック＆メディカル七福神」を作りました。

昨年秋からこの法人で福山市の学校給食への地産地消の取組を展開しています。生産者は「か

たつむりの会」の会員を中心に12～13名で対応しています。

将来的には１万食を目指していますが、生産者の確保が喫緊の課題です。

そこで、広島市内の専門学校と包括協定を結びました。学科の中に有機農業学科があり、卒業

生の受け皿として、就農の支援をこの法人でやっていく計画です。

○今後の活動についてお聞かせください。

「かたつむりの会」は同じ規模で充実させていくことを考えています。

ただ、この会だけではなく有機の生産者を増やすことは大事であるので、「かたつむりの会」を

ベースにして新たな組織作りをして子供たちのための学校給食に力を入れていくことにしました。

学校給食への対応が生産拡大につながり、耕作放棄地の解消につながっていくいい循環が生ま

れれば良いと考えています。

「かたつむりの会」の実績を力に色々なことに挑戦してみたいと思っています。


